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令和6年6月21日（金）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：城内　海斗
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＜連絡事項＞
・工事の為Bユニット内の部屋調整しています。

＜入室状況＞
【部屋移動】
・佐々木　朗様～東Bユニット3号室→東病棟Bユニット2号室

＜患者様連絡事項＞
・宮本　久美子様～主治医来棟、週明け脳波検査予定となっている。また必要時部屋調整する
よう指示あり。

・越後　光枝様～食事変更しハーフ食、トロミ付けている。

・赤坂　順一様～持参薬継続指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中、他室侵入や他患の私物弄りみられ自制出来ず、早めに開放観察終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前、午後二時間ずつの開放観察実施。開放中、数回来詰し妄想
[bookmark: _Hlk169887910]言動聞かれるも不穏さや過度な飲水行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察
および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・浅沼　佑香様～終日身体拘束中。腹痛の訴え続いている。腹部レントゲンの結果、イレウス所見あり。	食止め、補液指示あり実施する。また村上Dr指示にてGE60ml 2ヶ施行
の指示あり、硬便多量に排便あり。腹痛、嘔気の軽減してきているとのこと。拘束部位の循環障害、皮膚障害なし。引き続き、身体・精神症状の観察
[bookmark: _GoBack]および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。									
＜村上Dr診察＞
・田中　俊宏様～主治医診察時、夕方6時以降眠くなり、不調になると訴えあり、明日から服用
開始でクエチアピン(12.5）１T１×昼に追加となる。

・浅沼　佑香様～主治医診察時、口渇訴えあり、服薬時のみ飲水可となっていたが水分少量ずつ
摂取OKと指示出ている。点滴は24日まで処方出ている。本日の採血結果は主治
医へ確認済で経過観察となっている。田名部Drより指示受けあり、ヴィーンD500ｍｌへハロペリドール0.5A混注指示あり。

・西舘　利彦様～本日の採血結果、CRP15.21ｍｇ/dlと緊急値であり主治医へ報告し経過観察とな
っている。19日以降は発熱落ち着いており、血尿も軽減されてきているため、経
過観察とのこと。

・坂田　輝様～面談について確認。6月27日(木）15時でと指示あり夫様へ連絡し、伝えている。当日内科診察室予約している。

その他上記患者以外は処方変更なし。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和6年6月21日　12：15
　氏　　名：春山　知範（はるやま　とものり）様
　生年月日：昭和46年8月1日生(52歳)
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr
　診察医：馬渡Dr　
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　　田子町にて同胞2名第2子長男として出生。高校卒業後は、
　ガソリンスタンドに就職し、社員寮に入った。高校卒業後は
　寮生活であったが、仕事終わりに誰かしらの部屋に集まり飲
　酒することが多く、18歳から飲酒していた。出勤時にも酒が
　残り酒臭がしていることや書類仕事時に手が震える等支障を
　きたし始めていたH30年頃の夏に飲酒後、両親に連れられ一戸
　病院へ入院となった事がある。本人は記憶がないが、入水自殺
　を図ろうとし未遂に留まっていたとのこと。以後、2～3回の入
　院歴がある。断酒プログラムやアルコールミーティングにも参
　加していた。　
　　R5年1月に父が自殺し、母と二人暮らしとなった。姉から、
　再就職するよう何度も声を掛けているが、働く意欲がなく就職
　に至らず、小遣いなども支援していたが、生活費を渡しても、
　酒・たばこ代に遣ってしまい、母の食事も儘ならない状況であっ
　た。同居の母も認知機能の低下や以前から生活能力も低度であり
　母との2人生活は破綻している状況。上記経過より、R5.4.20断酒
　プログラム目的にて当院1回目の入院となった。
　　入院後はアルコール依存症治療プログラムは問題なく実施。家
　族様より自宅には返したくないと希望あり、入所できる施設を検討
　中であった。令和6月3日朝より胸痛の訴えがあり。主治医診察し、
　胸部レントゲンで左の無気肺認め気胸の診断あり。八戸赤十字病院
　受診し、治療の必要性ある事から八戸赤十字病院へ転院の運びとなる。
　八戸赤十字病院へ入院し、ドレナージを挿入し気胸の改善を試みたが
　改善が認められなかったため、6月13日14時に八戸市立市民病院呼吸
　器外科へ転入院となった。6/19に手術行い、経過良好であれば当院
　での6/21のご入院の調整依頼あり。上記経過より本人も再入院同意
　したことから本日東病棟へ任意入院となる。

